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要  旨  本研究は，被災時における地域住民の健康を守る共助力を育成するためのプログ

ラムを作成し評価することを目的とした前後比較研究デザインである。 

本研究では，研究者による「住民が避難所で実施した健康を守る共助内容に関す

る調査」と，「被災経験のない住民を対象に，健康を守る共助力育成に関するニー

ズ調査」を基盤に，被災時における住民を対象とした健康を守る共助力育成プログ

ラム(以下プログラム)を作成した。作成したプログラムは，6 会場で実施し，参加

者は 28 名であった。その評価は，質問紙調査とグループインタビューにより確認

した。結果，質問紙による共助力 26項目の平均点は，参加後 25 項目で高値であっ

た。また，グループインタビューでは，【課題への気づき】を得て，【参加者間で危

機感】を共有し，【地域の使命感の実感】を得ていた。このことから，本プログラ

ムは，住民が避難所での健康を守る共助力を育成するために有効であると考えられ

，被災者が支援を受けるだけでなく支援する立場になるとともに，住民自身が主体

的にプログラムを活用できると考察している。 

近年，世界的に自然災害が発生しており，日本においても災害の教訓から被災時

における自助，公助，共助により被災を最小限に抑えるためのプログラム開発が進

められている。共助に関しては，災害時要援護者の避難協力や消火活動などの教育

訓練が展開されているが，本研究では，まだ取り組まれていない地域住民の健康を

守る共助力育成に着目した点に意義がある。審査の過程において，プログラム評価

指標の妥当性に関して議論がなされた。評価指標が，知識，技術，認識の３側面か

らの評価であることから，評価の時期やプログラム実施回数の検討が今後の課題と

なった。 

論文審査の結果，本研究は，自然災害への備えとしての共助力育成に貢献するも

のであり，博士の学位授与に値するものであると判定した。 


